
 

                          

 

 

                                                                             

                                               

                                                                    

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 9 月 25 日に文化庁から「平成 29 年度国語に関する世論調査の結果」が報道発表されました。この調査は、文化庁が

国語施策の参考とするために平成 7 年度から毎年行っているものです。 

 今回の調査で「聞いたこと、使ったことがある言い方」という問いに取り上げられた新しい表現として 

①ほぼほぼ完成している ②開始の時期を後ろ倒しにする ③上から目線の言い方 ④タメ口で話をする 

 ⑤ガチで勝負をする ⑥自分の立ち位置  

の六つの言葉が取り上げられました。②の「後ろ倒し」についてはすべての年代で使う人は 6％～17％でしたが、②以

外の言葉は、10 代で 60％～80％の人が使うことがあると答えていましたが、年代が上がるにしたがって使う人が少な

くなり 70 代では 10％～30％となっています。「言葉は生きているから進化していく。」ということを聞いたことがあ

りますが、いわゆる若者言葉の表現力に新鮮な驚き感じ、同時に感心させられます。 

 次に「慣用句の意味を問う言葉」では、 

① 檄を飛ばす ②やおら ③なし崩し  

が取り上げられ、A か B のどちらの意味かを問うていました。本来の意味はどちらでしょう？ 

 

 

 

 

答えを最後に書いておきます。 

 

 ところで、新しい言葉については、その言葉の意味を知れば、使う人の気持ちや意図が伝わっていき対話が成立しま

す。（私にとっては表現に多少の違和感や使いづらさを感じますが）しかし、慣用句の意味の捉えが違っている場合に

は、話す側と聞く側で齟齬が生じます。対話は成立しないことになります。 

 本校では、今年度も国語科の授業研究を行っています。研究主題を「自分の思いや考えを生き生きと表現する子ども

たち」とし、副題を「身に付けたい力を明確にした指導のあり方」としてよりよい授業のあり方を研究しています。思

いや考えを表現し伝えるためには、身に付けたい力の一つとして学年の発達段階に応じた言語力をしっかりと指導して

いくことが大切であると改めて感じた次第です。と共に、学校で学んだことを家庭でも実践し、学校でも家庭でも言葉

を大切にする言語環境にしていきたいと考えます。 

 閑話休題、「情けは人の為ならず」「役不足」も本来の意味とは違った使われ方をする代表格の言葉だそうです。文

化庁のホームページに「ことば食堂へようこそ」というコーナーがあります。そこでは二つの代表格の言葉以外にもい

ろいろな慣用句の本来の意味や使われ方を動画で面白く紹介されています。よろしければご覧になってみてください。 

 ※9 月号でお知らせした 9 月 20 日の観察は雨で大変に残念でした。月と火星が最も近づき白い月と赤い小さな火星

が見えるはずでしたが。今日 28 日は見えるでしょうか、楽しみにしたいと思います。 答えは全て A です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学習は言語環境の充実から   

学校でも家庭でも、言葉遣いを大切に 

校 長   縣  利一 

平成 30年 9 月 28 日 

横浜市立上菅田小学校 

学校だより 10月号 

① 「檄を飛ばす」（げきをとばす） 

A 自分の主張や考えを，広く人々

に知らせて同意を求めること 

B 元気のない者に刺激を与えて

活気づけること 

②「彼はやおら立ち上がった」 

A ゆっくりと 

B 急に、いきなり 

③「借金をなし崩しにする」 

  A 少しずつ返していくこと 

  B なかったことにすること 

 

保護者、児童、教職員の相談を受け付けます。

お気軽に担任か児童支援専任の川口までお申し込

みください。原静カウンセラーが担当いたします。 

１０月１８日（木） ８：４５～１２：１０ 

１０月２５日（木） ８：４５～１２：１０ 

１１月 １日（木） ８：４５～１２：１０ 

 

生活：進んで運動をしましょう 

給食：いろいろな食べ物の働きを覚えましょう 

保健：目を大切にしましょう 

 

１０月の生活目標 

スクールカウンセラー来校日 

 

 
 １０月・１１月には、各学年の校外学習や宿泊

体験学習等の行事が多く予定されています。各

学年から配付されるお知らせ等をご確認いただ

き、事前の準備を手伝っていただいたり、行事終

了後にお子様の体験を聞いていただいたりし

て、よりよい時間を過ごしていただければと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

校外学習や宿泊体験学習を生かして 
 

北海道胆振地方中東部を震源とする地震に伴

い、甚大な被害が発生しました。この災害で被

災された方々を支援するため横浜市では、市民

の皆様による支援の場として、募金の専用口座

を用意しました。皆様のあたたかいご協力をお

願いします。 

銀行名  ：横浜銀行 

支店名  ：横浜市庁支店 

口座番号：普通 6049788 

口座名称：横浜市平成30年北海道胆振東部地震募

金 

（ヨコハマシヘイセイサンジュウネンホッカイドウイブリトウブジシンボキ

ン） 

※横浜銀行のご協力により、横浜銀行本・支店

からの振込手数料は、窓口扱いに限り、無料

となります。（振込機からの場合は有料です。） 

※募金にご協力いただける方は 10 月 19 日

（金）までにお振込いただくようお願いしま

す。 

横浜市 平成 30 年北海道胆振東部地震募金 

 

１０月５日（金）に前期終業式が行われ、前期

が終わります。各学級であゆみが配付されます。

内容をご確認いただき、保護者印を押し、表紙と

前期のあゆみをあゆみファイルにはさんで１０

月９日（火）に担任へ提出してください。クラブ

や委員会活動がある学年は、クラブや委員会活

動のあしあとも一緒に持たせてください。 

あゆみについて 

 

 
 やまゆり級の合同宿泊体験学習保護者説明会

を、やまゆり級教室で１５時３０分から行いま

す。 

 

やまゆり合同宿泊体験学習保護者説明会 

 
 ６年生の修学旅行保護者説明会を行います。 

１５時３０分から体育館で行います。 

 

６年修学旅行保護者説明会 



 
 

 

 ７月５日（木）に新江ノ島水族館へ遠足に行ってきました。国語で「スイミー」を学習中の子どもたちは、海の生き物

を見るのをとても楽しみにしていました。当日は、水族館の中をグループで見学し、たくさんの海の生き物に目を輝かせ

ていました。タッチプールでは、実際に海の生き物に触れるという貴重な体験をしました。アシカやクジラ、イルカのシ

ョーでは、みんな一緒に手拍子やポーズで合図をすると、見事なジャンプや泳ぎを披露してくれて、会場みんなで拍手喝

采。笑顔いっぱいの遠足は、すてきな思い出になりました。 

 

 

 

 

平成３０年９月１９日（水）に第２回学校運営協議会を行いました。 

夏休み明けの子どもたちの様子について 

では、各学級落ち着いて学習に取り組んで 

いる様子が見られることを伝えさせていた 

だきました。また、いじめや不登校の実態 

や、その対応や個別に支援している内容等 

をお話させていただきました。 

 統合に向けて学校運営協議会として要望 

したいことの話し合いでは、「通学には不安 

がある。通学路を早めに確定させて、子ども 

たちが安全に通学できるように対応してい 

きたい。」「災害時に学校の体育館が避難先になるので、クーラー 

等の設備が必要になるのではないか。」「上菅田小学校と笹山小 

学校で連携して、新しいＰＴＡ組織を作り出していきたい。」「残 

していくものと、削っていくものを見極めながら、よいスタート 

を切れるようにしていきたい。」といった様々な意見が出されま 

した。今後第３回を１１月２３日（金）に行う予定です。上菅田 

小学校の子どもたちのよりよい教育活動を目指して、学校・家 

庭・地域でできることをしっかりとまとめ、同じ方向を向いて教 

育活動を行っていけるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

          

           

 

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

           

学校運営協議会 

 

１  会長挨拶 

２  学校長挨拶 

３  夏休み明けの子どもたちの様子 

４  学校運営・教育活動への参画・支援について 

５  統合に向けて学校運営協議会として 

   要望したいこと   

６  質疑応答 

今回の協議会内容 

小中一貫授業研究会 
９月１０日（月）に小中一貫授

業研究会が行われました。 

第２回の今回は、上菅田中学校

と新井中学校の先生方が、上菅田

小学校の授業を参観しました。そ

の後、教科ごとのグループに分か

れて、 

「自ら学び、自ら課題に向かい、

主体的に行動する子ども」 

をテーマに、小学校と中学校、 

それぞれの意見を出し合いまし

た。中学校の先生方からは、友達

とかかわりながら学んだり、意欲

的に取り組んだりする小学校のよ

さ、小学校で育てた主体的に学ぶ

力を生かして、中学校で活躍する

子どもたちの様子等を聞くことが

できました。 

 イルカのダイナ

ミックなジャンプ

にびっくり！！ 

 いろいろな海の生き物に会

えて、タッチプールではネコ

ザメに触れて大興奮です！ 

 実行委員さんは、いってきますの会、バ

スレクリエーション、ただいまの会を担当

しました。準備から最後までがんばり、バ

スの中も楽しく過ごすことができました。 

 みんなといっしょのお弁当

は、すごくおいしいね♪ 

 グループの友だちと協力しながら、地図を見て水族館を回

りました。たくさんの海の仲間たちを見つけて楽しみまし

た。 

新しくできた、 

カワウソコーナー。 

かわいくて大人気！ 



           

           

           

           

           

           

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


